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は
じ
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東
日
本
大
震
災
後
、
学
校
は
災
害
経
験
と
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
っ
て
き
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が
本
書
の
大
き
な
問
い
で
あ
る
。

ま
も
な
く
東
日
本
大
震
災
か
ら
九
年
。
世
間
的
に
は
遠
い
過
去
の
様
相
を
も
ち
始
め
た
感
の
あ
る
東
日
本
大
震
災
で
は
あ
る
が
、

他
方
で
、
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
、
そ
れ
に
続
く
土
砂
崩
れ
・
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
被
害
、
ま
た
予
期
せ
ず
起
こ
る
地
震
や

噴
火
の
被
害
に
毎
年
の
よ
う
に
晒
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
は
災
害
と
無
関
係
に
成
り
立
ち
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
感
じ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
問
い
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
災
害
か
ら
ど
の
よ
う
に
身
を
守
る
の
か
と
い
う
リ
ス
ク
回

避
の
視
点
で
は
な
く
、
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
後
で
、
私
た
ち
は
、
そ
の
後
を
ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し

た
い
の
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
災
害
後
を
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
く
こ
と

に
な
る
の
か
、
そ
の
生
き
抜
き
方
に
複
数
の
可
能
性
や
そ
の
選
択
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
岐
路
は
何
か
、
選
択
の

違
い
に
よ
り
私
た
ち
の
未
来
が
ど
う
か
わ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私

た
ち
は
教
育
学
研
究
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
教
育
に
関
わ
る
担
い
手
と
し
て
大
き
く
位
置
取
る
学
校
に
焦
点
を
あ
て
て
考

え
た
い
、
そ
れ
が
本
書
の
趣
旨
で
あ
る
。
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こ
の
問
い
に
答
え
る
べ
く
、
本
書
で
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た
。

序
章
で
は
、
本
書
に
通
底
す
る
枠
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
被
災
後
の
被
災
学
校
の
あ
り
よ
う
は
、
震
災
へ
の
向
き
合
い
方
の
み

な
ら
ず
、
近
代
教
育
シ
ス
テ
ム
と
の
向
き
合
い
方
と
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
す
る
と
同
時
に
、
本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
近

代
教
育
シ
ス
テ
ム
の
慣
性
と
摩
擦
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
一
・
二
章
で
は
、
本
研
究
対
象
地
で
あ
る
陸
前
高
田
市
の
状
況
を
と
ら
え
る
。
一
章
で
は
、
入
手
で
き
る
統
計
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
人
口
変
動
、
仕
事
、
税
の
配
分
と
収
入
、
教
育
、
学
校
統
廃
合
を
め
ぐ
る
課
題
が
概
観
さ
れ
る
。
二
章
で
は
、
被
害
状
況
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
子
ど
も
に
関
わ
る
被
害
、
復
興
へ
の
施
策
的
道
筋
が
概
観
さ
れ
る
。

第
三
・
四
・
五
・
六
章
は
、
統
合
Ｈ
中
学
校
の
学
校
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
三
章
は
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
の
二
年
間
を

主
な
対
象
と
す
る
も
の
で
、
統
合
し
て
新
た
に
創
造
さ
れ
て
い
く
Ｈ
中
学
校
の
学
校
文
化
を
、
統
合
前
の
学
校
文
化
の
あ
り
よ
う
と

震
災
経
験
の
意
味
づ
け
に
照
ら
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
続
く
四
章
は
、
統
合
Ｈ
中
学
校
開
校
か
ら
二
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
「
震
災
作
文
」
を
主
な
対
象
と
す
る
も
の
で
、
作
文
に
記
さ
れ
る
子
ど
も
の
震
災
経
験
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
震
災
作
文
」
と
い
う
教
育
実
践
を
通
し
て
見
出
さ
れ
る
震
災
経
験
の
意
味
づ
け
を

検
討
し
て
い
る
。
五
章
は
、
二
〇
一
四
年
度
入
学
生
が
卒
業
す
る
ま
で
の
三
年
間
、
そ
の
学
年
担
当
と
し
て
初
め
て
陸
前
高
田
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
二
人
の
教
師
の
経
験
に
焦
点
を
あ
て
、
被
災
経
験
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
と
の
間
の
教
師

−

生
徒
間
関
係
の
構

築
に
伴
う
葛
藤
を
描
き
出
す
。
六
章
は
、
二
〇
一
五
年
度
入
学
生
の
三
年
間
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
時
間
の
経
過
、
教
師
の
異
動

と
い
っ
た
変
化
に
伴
い
、
共
有
さ
れ
て
い
た
震
災
経
験
が
後
景
化
す
る
中
で
、
統
合
Ｈ
中
学
校
の
学
校
文
化
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
七
・
八
章
は
、
被
災
学
校
の
勤
務
経
験
を
も
つ
教
師
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
分
析
で
あ
る
。
七
章
で
は
、
被
災
経
験
を

も
つ
三
人
の
五
〇
代
男
性
教
員
を
対
象
と
し
て
、
震
災
前
―
震
災
当
時
―
震
災
後
の
教
職
経
験
の
語
り
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
の
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教
職
と
い
う
仕
事
に
お
け
る
震
災
経
験
の
意
味
づ
け
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
八
章
は
、
被
災
学
校
か
ら
異
動
し
た
教
師
た

ち
の
そ
の
後
の
経
験
の
語
り
か
ら
、
被
災
学
校
で
の
経
験
が
、
赴
任
先
の
学
校
現
場
に
何
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
か
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

第
九
章
は
、
震
災
が
こ
の
地
域
の
高
校
に
通
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
の
進
路
選
択
に
与
え
た
影
響
を
、
二
〇
〇
三
―
一
八
年
の
『
学

校
基
本
調
査
』
の
「
卒
業
後
の
状
況
調
査
票
」
に
加
え
て
、
高
校
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
検
討
す
る
。

終
章
で
は
、
各
章
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
が
ら
を
踏
ま
え
て
、
震
災
か
ら
八
年
と
い
う
時
間
を
振
り
返
り
、
学
校
を
め
ぐ
る

復
興
の
道
筋
と
し
て
は
複
数
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
の
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
そ
の
可
能
性
の
う
ち
の
何
を
選
択
し
、

何
を
選
択
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
複
数
の
可
能
性
が
学
校
現
場
に
ど
の
よ
う
に
併
存
し
う
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
震
災
を
通
じ
て
顕
在
化
し
た
子
ど
も
の
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
災
害
が
近
代

学
校
に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

本
書
の
研
究
・
調
査
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
書
は
、『「
復
興
」
と
学
校
―
―
被
災
地
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
清
水
睦
美
・
堀
健
志
・
松
田
洋
介
編
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、

岩
波
書
店
）
の
「
続
編
」
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
本
書
の
中
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
「
前
著
」
に
は
、
震
災
直
後
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
の
関
係
の
構
築
や
、
そ
の
後
の
二
年
間
（
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
）
の
調
査
方
法
等
を
記
し
て
あ
る
の
で
、
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
本
書
の
主
な
対
象
は
、
前
著
に
続
く
期
間
で
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
陸
前
高
田
市
内
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
中
学
校
が
統
合

し
、
新
た
に
Ｈ
中
学
校
が
開
校
し
た
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
の
五
年
間
で
あ
る
。
Ｈ
中
学
校
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
清
水
睦

美
・
堀
健
志
・
松
田
洋
介
の
三
名
が
行
い
、
で
き
る
だ
け
観
察
学
年
が
重
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
開
校
当

時
第
三
学
年
（
二
〇
一
一
年
度
震
災
直
後
に
中
学
校
入
学
）、
第
二
学
年
（
二
〇
一
二
年
度
統
合
前
の
中
学
校
に
入
学
）、
Ｈ
中
学
校
へ
の
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二
〇
一
三
年
度
入
学
生
、
二
〇
一
四
年
度
入
学
生
、
二
〇
一
五
年
度
入
学
生
の
五
学
年
を
追
跡
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
第
三
～
六
章
の
学
校
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
期
間
は
、
図
0
―

1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

Ｈ
中
学
校
の
訪
問
は
、
三
名
そ
れ
ぞ
れ
が
少
な
く
と
も
月
一
回
程
度
行
い
、
多
く
の
場
合
二
日
連
続
で
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
Ｈ
中
学
校
へ
の
滞
在
は
、
基
本
的
に
始
業
前
か
ら
、
放
課
後
の
部
活
動
が
終
わ
り
、
生
徒
た
ち
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校
を

離
れ
る
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
。
参
与
観
察
調
査
は
、
授
業
や
休
み
時
間
、
部
活
動
、
体
育
祭
、
文
化
祭
、
修
学
旅
行
、
学
校
の
引
っ

越
し
作
業
な
ど
の
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
を
、
た
い
て
い
の
場
合
は
「
参
与
の
度
合
い
の
低
い
観
察
者
」
と
い
う
立
場
で
観
察
し
、

必
要
に
応
じ
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
記
録
は
、
観
察
し
な
が
ら
走
り
書
き
で
メ
モ
を
取
り
、
記
憶
の
新

し
い
う
ち
に
メ
モ
を
手
が
か
り
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ツ
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
第
四
章
で
主
な
対
象
と
な
る
作
文
の
よ
う
に
、

必
要
に
応
じ
て
文
書
資
料
も
入
手
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
半
構
造
化
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
録
が
調
査
デ
ー
タ
と
し
て
あ
る
。
各
年
度
末
に
は
三
学

年
を
卒
業
さ
せ
る
教
員
や
Ｈ
中
学
校
か
ら
の
異
動
が
決
ま
っ
た
教
員
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
依
頼
し
承
諾
が
得
ら
れ
た

場
合
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、
第
七
・
八
章
に
関
し
て
は
、
前
著
の
調
査
で
関
係
が
構
築
さ
れ
た
教

師
を
対
象
に
、
半
構
造
化
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
他
の
教
職
員
や
生
徒

が
不
在
と
な
る
別
室
、
移
動
先
の
学
校
等
に
お
い
て
調
査
者
と
対
象
者
の
み
で
行
わ
れ
、
本
人
の
了
解
を
得
た
上
で
録
音
さ
れ
、
音

声
デ
ー
タ
は
逐
語
的
な
会
話
記
録
（
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
陸
前
高
田
の
状
況
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
、
公
開
さ
れ
て
い
る
統
計
調
査
の
収
集
や
新
聞
・
雑
誌
等
に
よ
る
情
報
収
集
、

さ
ら
に
、
生
徒
の
進
路
動
向
に
関
わ
る
デ
ー
タ
収
集
（
図
0
―

1
参
照
）
と
分
析
を
、
妹
尾
渉
・
日
下
田
岳
史
・
山
本
宏
樹
の
三
名

が
随
時
行
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
収
集
・
分
析
と
、
各
月
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
縒
り
合
わ
せ
る
研
究
会
を
、
最
低
で
も
二
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カ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
き
た
。
本
書
は
そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
成
果
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

JP25285237.JP18H
00980

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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